
一
」
だ
ま

す
る

菖
才

の
声
 

豊
穣
の
津
軽
路
に
久
遠
の
平
和
 

（上）小旗を手に手に部落大通りを高才行進する小学生 （中）花田金木町長と歴史的握手を交わす外崎市長 

（右）合併経過を報告する高橋委i‘長 （左）近代消防の威力を示すタ ンク速消車の放水行進 

長
冨
合
併
の
祝

賀
会
は
九

月
一

日
午
前
十
時
か
ら

長
冨
高
お

う
神
社

境
内
で

挙
行
，

こ
の
日
折
柄
農

家
の

厄
日

ニ
百
十
日

に
あ
た

つ
て
い

た
が
．

天
空
一
片
の
雲
も

な
く
真
夏

を
陵
ぐ

よ
う
な
暑
さ
で

天
も

こ

の
日
祝
う
か
の

違
っ
‘

又
と
な
い
祝
賀
日

和
で

あ
つ
た
‘
部
落
百

ニ

十
戸
の
家

々
に
は
軒
端
に

市
役
所
寄
贈
の

真
新
ら

L
い
国
旗
を
掲

揚
 

L
て
祝
意
を
表

L
．
小
学
児
童
は

旗
行
列

で
万

才
万
才
高
唱
し
な
が

ら
部
落
大

通
り
を
練

り
歩

き
．
村
人
は
挙
げ

で
神
社

境
内
へ
と
集
合

し
て
そ

の
表
情
は

何
れ
も
晴
れ

や
か
で
あ
る
，

定
刻
君

が
代
の
斎
唱

に
よ
つ

て
式
が
始
め
ら
れ
‘
 
長
冨
合

併
促
進
委

員
長
高

橋
馨

市
譜
の

経
過
報

告
に
続

き
、
外
崎
市
長
の

式
辞
が
あ
つ
た

が
、
同
市
長
は
 

今
や
長
冨
の
皆
さ
ん
は

立
派
な
五
所
川

原
市
民

と
な

つ
た
、
 合
併

実
現
ま

で
に
は
経
過

的
に
さ

ま
ざ

ま
な
ト

ーて
フ
ル
も
あ
つ
た

が
．
 

長
富
は

今
や

現
実

に
、
 五
所
川
原

市
で
あ
り
．

部
落
民
は
ま
ぎ
れ

も
な

い
五
所
川
原

市
民
て
あ

る
．

過
去
の
問

題
は

既
に
遺

く
流
れ

去
っ

た
、
 こ
れ
か
ら
は

大
同
団
結
，
 
市
の
将
来
の

た
め
、
わ
れ
わ

れ
の
子
孫
の
た
め

共
に
手
を
取
り
合
つ

て
進
ん

で
行
き
た

い

と
特
に

張
調

L
．
 又
こ
ガ

時
剥
頃
金
木

町
か
ら

ハ
イ
ヤ
ー
で

か
け
つ

け
た
花
田
金
木
町

長
は
 

な
が

い
間
病
院
に
あ
つ
た
自
分
が

医
帥
の
許
し

を
得
て
今

朝
退
院
 

L
た
ば
か
り
で
あ

る
何
と
し
た
宿
縁
だ

ろ
う
こ

の
日
が
合

併
祝
賀

会
で
あ
る

と
は
，
 
自
分
は
か
つ

て
皆
さ

ん
の
金
木

町
長
と
し

て
皆

さ
ん

の
た
め
の
町
政
を
担

当

L
て
き
た
が
，

何
れ
は
年
頭

に
な
つ

た
こ

の
長
富

を
五
所
川
原
に

嫁
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思

つ
て
い
た
、

今
日
こ
の
婚
礼

の
式
で
成

長
し

切
っ
た
岨
て
あ
る
長

富
寿
今
更
に

見
直
し
，
 
何
か
し

ら
惜

L
い
よ
う
な
気
も

す

る
が

心
の
底
で

は
ま
こ
と
に
目
出

度
い

こ
と
だ
と
思
つ

て
い
る
，
 
ど
う

か
五
所
川
原
に

嫁
入
り
し

た
か
ら

に
は
旧
金
木
町
民
と
し
て
，

本

家
に
劣
ら
な
い
よ
う
な

立
派

な
 
『
家
」を
建

て
る
よ
う

K
努
力
し

て
も
ら
い
た

い
 

と
切
々
訴
え

る
が
知

き
に
心

情
を
吐
露

L
て
そ

の
は
な
む
け

と
し
た

が
，
 式
の
終
了
後
、

雨
首
長
は

神
社
拝
殿
前
で

歴
史

的
た
抵
手
を
交

わ
L
，
共
に
市
町
の
発

展
番
親
し

全
参
会
者

K
深
い
感
銘
を
与
え
た
 

お
年
寄
り
も
今
生
の
喜
ぴ
 

写 

員 

式
終
了
後
そ

の
ま
ま
成
賀

会
に
移
つ

た
が
、
 
こ
の
日
特

K
招
待
し

た

七
十
才
以
上
三

十
名

の
老
人
は
、

今
生
の
よ

き
思
出
と
一
装
用
の
晴

着
で
参
集
し
、

酒
肴
に

記
念

の
手
拭
を
添
え
て

の
接
待
に
大
喜
び
て

む
し

ろ
の
上
に
炎

天
除
け

の
手
拭
を
頭

K
の
せ
て
座
を
取
り
、
 よ
も

や
ま
話

K
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
盃
を

交
換

L
合
い
な
が
ら

特
設
の
津
軽
民

揺
で
一
日
を

楽
ん
だ
．
 
一
方
神
社
傍
の
相
撲
場
で

は
青

年
団
の

相
捜

大
会
が
開
か
れ
，
 
盛
沢
山

の
賞
品
を
前
に
飛
び
つ

き
五
人
抜

き
な
ど

日
暮
れ

ま
て
熱
斗
譜
を

く
り
属
げ
れ

ば
．
 
一
方
で
は

五
所
川
原
か
ら

繰
り
込

ん
だ
舞
踊

手
踊
隊
に

よ
る
五
所
川
原
書
頭
の

ひ
露

が
あ

り

そ
の
あ
で
や
か

な

手
振
り
足
踏

み
は
部
落
の
人

々
の
目
を
奪
い
，

拍

手
と
感
嘆
の
声
が
交

錯
す
る
又

市
消
防
署

か
ら

出
動

L
た

三
ト

ン

積
み
タ
ン
ク
速
消
車
は
部
落
大
通

り
を
敷

回

K
わ
た

つ
て
放
水

行
進

し
近
代
消
防
の

威
力
を

誇
示
し

て
住
民
の
噴
を

驚
か
し

こ
の
日
一
日

目

に
耳

に
新
た
な
驚
き
と
知
識
が
住
民
の
前

K
示
さ
れ
．
合
併
脱
賀
 

r
か
さ
わ

L
い
情
景
を
え

が
い
た
．

覗
賀

会
終
了
後
仙

庭
市
議
会
繍

長
の

発
声
で

万
才
を
三
唱
．

三
百
有
余
の

参
会
者
の

唱
和
は
，

豊
か

な
秋
の
実
り

K
喜
び
湧
く
津
軽
平
野

K
遠
く
こ
だ
ま
し

て
、
久
遠

の

平
和
を
告
げ

る
か
よ
う
 

青 轟 轟 

発行所 五所川原市役所

電話2S・I23・329・537 

叢災市畏室・広報係 
印刷祈 陸奥印刷株式会社 

市の人口動蛋 

(7月末日現在） 
〔生モ登録による） 
人口 39・2り 世帯7・0 ］ら

出！と o‘・日人 B6 
死亡 21 転出 68 

長
富
合
併
税
賀
グ
ラ
フ
 

（胃月‘制 1部 2円（臨時号） いノJ"vu rYYJktct2,t1i 011'lしIAL REPORT 



合 長毘飯松長三中栄五 

富誇詰島橋好”I 暫 
u」  

計 貰支支支支支’葉 
所所所所所所所所 

一
五
、
一
一
五
 

三
、
三
六
七
 

三
、
四
八
六
 

四
三
八
 

一
】
三一
一
 

四
、
五
四
三

三
、九

一
八

一
、一
八
七

八
一
一
三
 

四
O
、
一
O
九
 

七
、

三
O
六
 
七
、
八
O
九
  

三
、

一
五
（)
 

一
、大

八
七
 
《
、
大
八
o
  

五
三
三
 

一
、七

六
二
 
一
、
七
二
四
  

五
三
九
 

一
、七

一
一八
 
一
、
七

一
。
  

五
一
一四
 

二
、

二
」
O
 
二
、

一
O
一
一
 
七

O
八

一
一
、
二
四
六
 
二
、
二
九
七
  

七
二
九

一
、九

三
O
 
一
、九

八
九
  

大
七
四
 

五
九
三
  

一
七
三
 

四
O
八
  

一
三
五
 

一
九
、

七
九
で
二
。
、
三
一

一
 
七
、
一
六
六
 

区
 

分
 
一
人
 

口
 
一
 
男
 

一
 
女
 

世
．
数
 

住
 
民
 
登
 

録
 

人
 

口
 
数
 

昭
和
三
十
一
年
八
月
末
日
現
在
 
（
外国
人
を
除
く
）
 

必

す
聞

い

て
下
さ

い
 

五
所

川
原
観

光

地
の

放
迭
 

N
H
K
で
を
牧
録
し
、
午
後
八
時
帰
弘
し
 

の
結
果
何
と
か
考
え
て
見
た
 

N H K 
9 月11日 

后 6・45 分 

綴
掻
器気
軽
毅
」
」ト
鱗
灘
灘
競
 

ン
L
m
ヒ
五
分
間
全
野
下
に
洗
さ
れ
る
 

今
回
の
講
脅
は
国
消
が
今
ま
 

は
秋
の
観
た

が
，
こ
の
放
遥
”
来
る
十

】
 

光
シ

ー
ズ
 
日午
往
六
時
四
十
五
分
か
ら
＋

ン
を
前
に
五
分
間
全
鵬
下
に
流
さ
れ
る
 

'
r口
。
 
さ
の

消
火
，
戦
術
に
各
地
の

五
所
川
原
 

、
 【

t・
‘
・
‘
ニ
 
太

犬
加
と
を
謝
矧
』

u
割
新
 

地
方
の
未
 
り
雪

曇
長
帰
庁
 

た
な
方
式
を
生
み
出
し
、
実
 

目
醜
．
叫
匹可
野
消
u
署
長
は
八
月
二
十
日

雌
を
胃
く
世
に
紀
介
す
る
こ
と

か
ら
国
家
省
”
方本
部
の
肖
坊
禽

に
た
り
、
六
日
弘
前
放
途
局
腎

習
会
に
田
席

L
て
い
た
が
，
七

木
放
途
部
長
の

一
行
が
来
五
，
 日
午
前
九
時
青
森
着
の
列
車
で
 

開
発
観咋
小野
消防
署
長は
八
月
二
十
日
 
根
鍵
議獣
結
騒
 

す
る
こ
と
」か
ら
国
家
消
防
本
部
の
消
防
認
 

を
最
少
馴
馬
園
と
ど
め
馴
自
 

放
透
局
腎

習
会
に
当
常
L
て

r
た
が
，
七
 
信
を
得
て
来
た
，
 

外
崎
市
長
，
秋
田
助
役
，
工
顧

秋
胃
長
等

K
陳
情
し
た
。
外
崎

市
長
含
ん
か
ら
市
財
政
の
現
状

と
牧
胃
施
設
の
方
針
に
つ
い
て

麗
明
し
．
地
械
住
民
の
協
力
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
 一
同
こ
れ
を

了
承
し
，
 一
掲
り
の
米
の
出
し

合
い
に
よ
つ
て
も
市
長
の
方
針
 

K
脇
力
し
、
学
校
新
築
の
実
現
 

え
て
全
員
四
1
名
，
何
れ
も
元

気
に
下
山
 

外
崎
市
長
．
三
上
五
商
議
副
会
帰
臓
し

た
、
同
署
長
は
矢
鳥
講
 
市
山

岳
会
員
が
 

叫
稽
籍
騒

議
競
慕
獲

）
「
難
繊
鯵
」
 
岩
木，遺
決
行
 

山
温
泉
か
ら
始
ま
り
．
長
者
森
授
興

さ
れ
，
面
目
を
施
し
た
が
玉
所
川
原
市
役
所
山
岳
会
は
九
 

頼
 
母
 
し
 い

市
 
長
さ
 
ん
 

ー
ノ
坪
婦
人
会
か
ら
手
紙
 

の
野
鳥
の
声
．
二
っ
森
総
合
グ

三
十
一
年
度
消
防
施
設
国
庫
補

月
一
日
五
穀
豊
襖
と
市
政
発
展
 

ラ
ン
ド
予
定
地
，
飯
酷
高
舘
城
助
金
に

つ
い
て
次
の
よ
ら
に
語

を
昨
願
ナ
る
岩
木
登
山
を
行
っ
 

駈
，
不
動
の
瀧
及
び
不
，
池
に
つ

た
 

た
，
原
田
山
岳
会
寿
長
，
田
中
 

松
島
地
区
婦
人
会
員
百
五
十
「学
校
を
新
築
し
て
も
ら
い
た
い
 

至
る
全
長
約
十
キ

口
の
コ

ー
ス
 
横
山
閣
消
総
務
課
長
と
折
面
市

議
以
下
女
子
職
員
八
名
を
交

名
は
八
月
二
＋
七
日

ー
ノ
師
小
一と
大
挙
し
て
市
段
所
を
肋
れ
、
 

生
括
安
定
の
近
道
 
一
 

み
ん
な
で
 

一
 

貯
畜
し
ま
し
よ
う
一
 

南
地
方
喝
祉
事
務
所
小
野
武
主

事
か
ら
失
意
の
ど
ん
底

K
あ
つ

た
身
障
者
の
更
生
事
例

K
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
・
感
銘

を
輿
え
．
意
義
深
い
大
会
を
終

了
L
た
 

嵯
峨

氏

表
彰
 

九
日
開
か
れ
た
県
社
会
福
祉
事

薬
大
会

K
お
い
て
、
本
市
商
工

会
議
所
事
務
局
長
発
峨
幸
三
郎

氏
は
社
会
福
融
事
葉
功
労
者
と

し
て
蘇
赴
協
会
長
小
舘
質
一
氏

か
ら
表
彰
さ
れ
た
 

社
会
保
障

制
 

県

下
社

福
 

共
同
募
金
十
周
年
肥
念
第
五
回

青
森
県
赴
会
鵬
祉
事
業
大
会
は

九
日
＋
日
の
二
日
間
に
わ
た
り

五
最
高
体
胃
舘
で
開
催
さ
れ
た
 

，
会
者
千
五
百
名

K
上
り
本
市

と
し
て
は
先
の
県
下
高
校
相
撲

大
会
．
鵬
青
年
祭

K
続
く
空
前
 

た
ば
こ
は
 

市
 
内
 
で
 

買
い
ま
し
よ
う
 

の
推

進
 
へ
 

事
業
大
会

開

く
 

の
大
会
で
あ
る
．
大
会
は
各
事

項
毎
に
分
科
会
形
式
を
と
り
 

、
枇
会
幅
祉
制
度

K
 

い
て
 

第
二
．
民
生
委
員
及
ぴ
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て

第
三
，
厚
生
援
護

K
つ
い
て
 

第

見
童
禍
祉
、
母
子
顧

祉
の
問
題

K
つ
い
て
 

第

共
同
募
金
及
び
地
城

闘
祉

に
関
連
す
る
問

題
に
つ

い
て
 

熱
心
に
吐
会
幅
祉
事
菜
の
あ
り
 

月
 

。
ノ
 

年
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長
富

合
併
祝

賀

グ
ーフ
フ
（
そ
の
二
）
 

上
か
ら
 

視
 

賀
 
式
 

日
除

け
の
手

拭

頭

上

ー
敬

老
会
 
一
 

‘
 

，奄

1
‘、
 
n
い
具
rl
'
 

あ
で
 
や
か
な
 
五

所

川
原
音

頭

）
 

青
 
年
 
相
 
撲
 
大
 
会
 

を
期
し
た
い
と
の
決
意
を
ひ
腰

し
た
．
陳
情
後
一
行
は
市
招
待

の
映
画
を
観
覧
し
，
最
閑
期
の

一
日
を
業
し
ん
だ
が
，
 中
に
は

十
数
年
振
り
に
映
画
七
見
た
と

レ
う
も
の
も
あ
り
．
感
激
殊
の

外
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
次
ぎ
の

よ
う
た
手
紙

K
そ
の
感
激
の
あ

り
の
ま
、
を
示
し
市
長
に
寄
せ

て
来
た
 

一
筆
ま
い
ら
せ
ま
す
 

市
長
さ
ま
に
は
益
々
御
壮
健

で
日
夜
市
民
の
安
定
生
活
と

大
五
所
川
原
建
設
の
た
め
御

奮
斗
さ
れ
て
い
る
姿
に
私
達

母
親
は
心
か
ら
敬
け
ん
た
心

と
感
謝
の
念
で

ー
ば
い
で
す
 

〔
中
略
）市
長
さ
ま
と
お
会

い
し
た
そ
の
瞬
間
人
間
の
あ

た
‘
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
，
 

今
ま
で
の
考
え
は
一
掃
さ
れ

た
の
で
す
．
昔
は
市
長
さ
ま

と
、
な
れ
ば
ま
さ
に
雲
上
の

人
と
の
み
考
え
て
居
た
の
で

す
、
 あ
の
温
容
な
婆
，
い
つ

わ
ら
ざ
る
言
葉
、
熱
意
あ
る

確
心
に
浦
ち
た
動
作
，
本
当
 

K
額
母
し
く
感
ぜ
ら
れ
ま
し

た
，
 い
つ
ま
で
も
市
民
に
愛

さ
れ
る
市
長
さ
ん
で
あ
つ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
〔
中
略
）
 

私
達
子
の
母
と
し
て
昨
日
程

喜
び
を
感
ん
じ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
，
（
中
略
）
 

市
長
さ
ま
は
本
当

K
下
情

K
 

通
じ
て
い
る
方
で
あ
る
乏
思

い
ま
す
，
 私
建
の
中

K
は
＋
 

幾
年
ぶ
り
に
活
動
窟
質
を
見
方

を
論
議
癒
討

L
，
社
会
保
障

た
人
も
あ
り
ま
ナ
，
（
中
略
）
制
度
の
推
進
発
展

K
寄
奥
す
べ

市
長
さ
ま
如
何
に
熱
意
あ
り

き
こ
と
を
決
議

L
た
 

抱
負
が
あ
つ
て
も
生
命
が
第
 

三
戸
郡
南
部
村
見
童
民
生
委

一
で
す
．
何
時
ま
で
も
妻
生

員
馬
場
健
吉
氏
か
ら
世
帯
更
生

さ
れ
て
吾

A
市
民
の
た
め
幸

の
事
例
に
つ
い
て
，
南
郡
尾
上

福
を
授
け
て
下
さ
い
（
下略
）
町
同
買
員
藤
山
砧
詳
氏
か
ら
幸
 

一
【
 F
之
く
 

鵬
に
た
つ
た
二
人
の
見
童
、
中
 

ー
ノ
坪

学
区
 

母
 
親
 
一
 
同
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